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V109b テラヘルツ帯実験室分子分光計の開発
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電波天文観測において、観測天体に含まれる分子種を同定したり、天体の内部運動によるスペクトル線のドッ
プラーシフトの解析を行ったりするには、様々な分子のスペクトル線の静止周波数を正確に知っておくことが不
可欠である。それらの周波数の値は実験室での分子分光実験をもとにデータベースとして整理されているものの、
周波数精度が分子種の同定や速度構造の議論にあたっては不十分なこともあり、しばしば観測データの解析に大
きな不確定性と制限を与えている。したがって、天体観測に対応して実験室で分光実験を行うことは大きな意義
があり、とくに、観測感度の高まりによって今まで見えなかった微弱な輝線まで容易に観測できるようになりつ
つあるALMAの時代にあってますます重要になっている。
このことを念頭に置いて、我々は、理化学研究所において、新しいテラヘルツ帯実験室分子分光計を開発して

いる。長さ約 2 mのガラスセルの中に測定対象の分子ガスを数 Pa程度の圧力で満たし、その放射をテラヘルツ
観測のために開発された超伝導 HEBミクサー受信機を用いて測定する。HEBミクサーは ALMAカートリッジ
タイプなので、その代りにミリ波、サブミリ波帯のカートリッジを用いることでそれらの周波数の測定も可能に
なっている。分子からのテラヘルツ放射は 1.0-1.6 GHz帯にダウンコンバートされ、最大で 15 kHzのスペクトル
分解能をもつデジタル分光計XFFTSでスペクトル分析される。今のところ、周波数帯域は 0.8-0.9 THzと 1.3-1.5
THzであるが、将来的にはミリ波・サブミリ波帯にも測定の範囲を広げることも計画している。講演とポスター
ではこの分光計の概要と初期成果について報告する。


